
明
治
十
六
年
に
陸
軍
省
は
「
陸
軍
軍
医
講
習
生
仮
規
則
」
を
制

定
す
る
と
と
も
に
、
各
府
県
に
「
明
治
十
六
年
軍
医
講
習
生
入
学

検
査
格
例
」
（
軍
医
募
集
案
内
）
を
通
達
し
、
前
例
の
な
い
大
規
模
な

軍
医
募
集
に
の
り
だ
し
た
。

こ
の
規
則
お
よ
び
募
集
案
内
の
内
容
を
概
略
列
挙
す
る
と
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

一
、
陸
軍
軍
医
志
願
者
の
う
ち
、
別
に
示
す
試
験
に
合
格
し
た

も
の
を
軍
医
講
習
生
と
す
る
。

二
、
軍
医
講
習
生
は
東
京
陸
軍
病
院
（
明
治
十
八
年
度
は
軍
医
本

部
）
で
五
ケ
月
間
教
育
を
受
け
た
後
学
期
末
試
験
を
受
け
、
そ
の
成

績
が
優
等
な
者
は
三
等
軍
医
に
、
通
常
の
成
績
の
者
は
軍
医
士
補

に
任
用
さ
れ
る
。

三
、
受
験
資
格
は
陸
軍
部
内
又
は
華
族
、
士
族
、
平
民
の
う
ち
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医
術
開
業
免
状
を
持
ち
年
齢
三
十
歳
以
下
（
明
治
十
八
年
度
は
三
十

五
歳
以
下
）
の
男
子
。

四
、
軍
医
講
習
生
の
採
用
試
験
科
目
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

体
格
検
査
、
学
科
試
験
、
（
理
学
、
化
学
、
解
剖
学
、
生
理
学
、
病

理
学
、
薬
剤
学
、
内
科
学
、
外
科
学
）
、
術
科
試
験
（
内
科
病
者
理
化
学

的
診
断
、
外
科
病
者
理
化
学
的
診
断
、
外
科
器
械
用
法
お
よ
び
包
帯
術
）
。

五
、
講
習
生
は
講
習
期
間
中
本
人
の
住
居
か
ら
通
学
す
る
。

六
、
現
在
軍
医
本
部
出
仕
で
医
師
と
し
て
奉
職
中
の
も
の
は
、

本
人
の
志
願
に
よ
り
出
仕
を
免
じ
直
ち
に
講
習
生
を
命
ず
る
。

七
、
陸
軍
軍
医
講
習
生
の
募
集
数
は
明
治
十
六
年
六
十
名
（
明
治

十
七
年
は
四
十
名
、
明
治
十
八
年
は
六
十
五
名
）
で
あ
る
。

こ
の
陸
軍
軍
医
講
習
生
仮
規
則
は
そ
の
名
称
の
と
お
り
暫
定
的

な
も
の
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
規
則
に
よ
る
軍
医
募
集
は
わ
ず
か
三

ケ
年
間
行
わ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
三
年
間
の
募
集
計
画

人
員
総
計
は
百
六
十
五
名
で
あ
っ
た
。

明
治
十
五
年
に
お
け
る
陸
軍
現
役
軍
医
総
数
二
百
三
十
名
と
比

較
し
て
み
る
と
、
平
時
募
集
の
数
と
し
て
は
異
常
な
募
集
数
で
あ

る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
募
集
の
理
由
と
し
て
陸
軍
衛
生
制
度
史
は
「
明
治
十
六
年
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に
な
る
と
各
鎮
台
所
属
の
部
隊
数
が
充
足
さ
れ
て
き
た
の
で
軍
医

の
所
要
も
増
加
し
は
じ
め
た
。
し
か
し
従
来
の
軍
医
の
募
集
方
法

で
あ
る
大
学
依
託
生
徒
は
そ
の
数
が
少
な
く
所
要
を
補
充
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
や
む
を
得
ず
民
間
の
志
願
者
で
資
格

の
あ
る
者
を
募
集
す
る
こ
と
に
し
た
。
」
と
記
述
し
て
い
る
。

そ
こ
で
当
時
の
軍
医
の
所
要
と
供
給
源
の
動
向
と
を
検
討
し
て

み
る
と
、
こ
の
時
期
次
の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
。

一
、
明
治
十
五
年
、
陸
軍
卿
山
縣
有
朋
は
東
洋
に
お
け
る
外
国

勢
力
の
圧
力
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
軍
備
の
充
実
強
化
を
急
ぐ

必
要
が
あ
る
こ
と
を
上
申
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
政
府
は
鎮
台
の
兵

力
を
旅
団
レ
ベ
ル
か
ら
師
団
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
る
必
要
を
認

め
、
明
治
十
八
年
を
目
途
に
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
軍
医
定
員
も
大
幅
拡
充
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
、
学
制
の
面
で
は
明
治
十
五
年
医
学
校
通
則
が
制
定
さ
れ
、

各
府
県
立
医
学
校
卒
業
生
の
質
的
向
上
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な

れ
、
医
師
数
確
保
の
一
助
と
な
っ
た
。

つ

ナァ
ノー

○
四
、
明
治
十
年
に
陸
軍
軍
医
学
校
を
閉
鎖
し
て
か
ら
、
軍
医
部

三
、
医
制
に
お
い
て
は
明
治
十
六
年
医
師
免
許
規
則
が
定
め
ら

は
専
ら
東
京
大
学
医
学
部
を
軍
医
の
供
給
源
と
し
軍
医
生
徒
を
依

託
し
て
来
た
。
し
か
し
そ
の
応
募
者
が
少
な
く
軍
医
の
充
足
は
不

充
分
の
た
め
何
等
か
の
対
策
を
必
要
と
し
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
こ
の
仮
規
則
を
制
定
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
募
集
方
式
は
当
時
の
医
制
や
学
制
の
中
で

ど
の
程
度
の
成
果
を
収
め
得
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、

こ
の
規
則
は
仮
規
則
と
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
恒
久
的
規
則
を
念
頭

に
置
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
回
は
こ
の
仮
規
則
に
よ
る
募
集
成
果
及
び
そ
の
後
の

募
集
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
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